
授業の到達目標
基礎的な英語力（聴解、読解、会話、文法、作文）を高め、総合的
な英語運用能力の向上を目指す。このクラスでは、KAISEIパーソナ
リティのIn（国際性）を養い、K（思いやり）を考える。
授業の概要
身近な話題や、理解を深めておきたい教育や社会・環境問題などを
題材に、Listening, Reading, Speaking, Grammar, Writing の５セ
クションにおけるさまざまなタスクを通して英語の基礎力を磨く。
Listeningセクションでは、TOEIC形式の問題に挑戦し、Readingセ
クションではMain Ideaを掴む練習を行う。Speaking セクションで
は、語句の発音や強勢の位置を意識して正しいイントネーションを
伴った発話練習を行い、Grammarセクションで文法の基礎を固め、
Writingセクションでは語順に注意しながらトピックに関連する例
文・連語・構文等のアウトプットを行う。　

授業計画
１ Introduction
２ Unit １ Self-Introduction
３ Unit ２ Hobbies
４ Unit ３ Food and Exercise
５ Unit ４ Sports（Rugby）
６ Unit ５ Love and Marriage
７ Unit ６ Weather（Typhoons）
８ Review，Mid Term
９ Unit ７ Tourism
10 Unit ８ Social Issues
11 Unit ９ Study Skills
12 Unit 10 Health and Welfare
13 Unit 11 Environmental Issues
14 Unit 12 Languages
15 Review, Final Exam
授業の方法
テキストに沿って進み、発表と講義を多く取り入れる。英語音声の
特徴を学んで英文の聴き取りや発話練習を行うとともに、トピック
に関連づけられた講読読解と文法基礎問題、英訳問題で総合的に英

語力を上げる。

準備学修
Webで参照すること。
課題・評価方法、その他
平常点50%、定期試験50%
随時行う小テストや発表、中間試験は講義の中でフィードバックを
行う。

欠席について
欠席１回につき、平常点から２点減点する。その他は学内の規定に
準じる。

テキスト
JACETリスニング協会、Power-Up College English 〈Intro〉（南
雲堂）

参考図書
授業中、必要に応じて指示する。

留意事項
座席指定、次週予告個所は必ず予習（問題は仕上げる）して授業に
出席すること。

教員連絡先
irie@kaisei.ac.jp

外国語 < 外国語 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

英語２ a 11605 Ⅰ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

入江 和子 選択 1 著書・訳書・大学英語教科書執筆

授業の到達目標
将来、保育士を目指す学生に必要とされる語彙と知識を学習する。
保育の現場で役立つ表現と語彙に取り組みながら、読む、書く、話
す、聞く、の４技能の実用能力の向上も図る。このクラスでは
KAISEIパーソナリティーのIn（国際性）を養う。
授業の概要
テキストに沿って、様々なシーンを一回１ユニットづつ授業を進め
る。毎回キーワードの小テストを実施し、確実に語彙を増やしてい
く。

授業計画
１ Pre-unit Please Speak More Slowly
２ UNIT １ Hi, I'm Yuri Tanaka
３ UNIT ２ Where Is the Multi-purpose Room ?
４ UNIT ３ Good Morning. How Are You Today ?
５ UNIT ４ What Color Do You Like ?
６ UNIT ５ There's a Ladybug on the Leaf
７ UNIT ６ It's Time to Play Outside
８ UNIT ７ She Is Allergic to Eggs
９ UNIT ８ You Should Go to the Bathroom
10 UNIT ９ We Made Masks Today
11 UNIT 10 If It Rains, What Happens ?
12 UNIT 11 What Shall We Do Today ?
13 UNIT 12 I Feel Feverish
14 UNIT 13 This Is Yuri from Cosmos Day Care Center
15 UNIT 14 Thank You Very Much for Everything & 試験
授業の方法
テキストに沿って毎回１ユニットづづ進めていく。

準備学修
必ず指定された個所を予習、復習してくること。

課題・評価方法、その他
平常点50%、定期試験50%

欠席について
欠席は原則として認めない。欠席の場合は原点の対象とする。

テキスト
Happy English for Childcare 土屋麻衣子著　金星堂
留意事項
必要に応じて、授業中に指示を行う。

教員連絡先
kamasu@kaisei.ac.jp

外国語 < 外国語 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

英語１ b 11601 Ⅰ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

釜須 久夫 選択 1 インターナショナルスクール幼稚園教諭・保育士
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授業の到達目標
海外旅行地理の基礎と海外の国々の観光・歴史・宗教・文化に関す
る知識を学び、このクラスではKAISEIパーソナリティのA（自律）
とIn（国際性）を養う。
授業の概要
海外の国々を、アジア、ヨーロッパ、南北アメリカ、オセアニア、
中東、アフリカ等に分けて、世界の国、都市、地域、島、観光ポイ
ントなどの必修知識を学習する。また同時に地図、写真、動画など
のビジュアル資料から現地情報を学習する。

授業計画
１ 「アジア」韓国・台湾・中国
２ 「アジア」香港・マカオ・モンゴル・フィリピン
３ 「アジア」ベトナム・ミャンマー・カンボジア・タイ
４ 「アジア」マレーシア・シンガポール・インドネシア・インド・ネ
パール

５ 「アジア」スリランカ・モルディブ・パキスタンアフガニスタン・カ
ザフスタン・ウズベキスタン・その他の国々

６ 「ヨーロッパ」英国・アイルランド・ベルギー・オランダ
７ ヨーロッパ」アイスランド・ノルウェー・スウェーデン・フィンラ
ンド・デンマーク・ドイツ

８ 「ヨーロッパ」スイス・オーストリア・リヒテンシュタイン・フラン
ス・モナコ

９ 「ヨーロッパ」イタリア・バチカン市国・マルタ・スペイン・ポルト
ガル・ギリシャ

10 「ヨーロッパ」ポーランド・チェコ・ハンガリー・ブルガリア・ルー
マニア・ロシア・その他の国々

11 「南北アメリカ」米国・カナダ
12 「南北アメリカ」メキシコ・キューバ・ペルー・ブラジル・アルゼン
チン・その他の国々

13 「オセアニア」オーストラリア・ニュージーランド・グアム・フィ
ジー・その他の国々

14 「中東・アフリカ」トルコ・イスラエル・アラブ首長国連邦・エジプ
ト・南アフリカ・その他の国々

15 「総括」と試験

授業の方法
学習内容とリンクして、問題集や地図・写真・動画などのビジュア
ル資料を通して現地情報を学習する。

準備学修
事前に指示された個所を予習、復習してくること。

課題・評価方法、その他
平常点50%、定期試験50%
欠席について
欠席は原則として認めない。欠席の場合は原点の対象とする。

テキスト
『海外旅行実務　海外観光資源』JTB総合研究所
『海外観光地理　サブノート』JTB総合研究所
留意事項
必要に応じて、授業中に指示を行う。

教員連絡先
kamasu@kaisei.ac.jp

基幹科目 < 観光 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

観光地理論 13840 Ⅰ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

釜須 久夫 必修 2 旅行会社勤務

授業の到達目標
ハワイの文化を研究する上で、文化を育んだハワイの歴史とその背
景を学び、文化が伝わるプロセスと様々なハワイ特有の文化を学び
理解をより深める。またハワイの精神である「アロハスピリット」
を学ぶ。このクラスではKAISEIパーソナリティのI（知性）とIn
（国際性）を養う。

授業の概要
授業のテーマに関連した講義の他に、ビジュアルやビデオなどを用
いてハワイ文化を視覚的に学習する。また小テストや問題集などを
取り入れて、ポイントとなる箇所を復習する。

授業計画
１ ハワイの歴史（１） ポリネシア文化圏とハワイ諸島の誕生
２ ハワイの歴史（２） ハワイの信仰と神話
３ ハワイの歴史（３） ハワイ王国の歴史
４ ハワイの歴史（４） ハワイのフラの歴史　古典フラと現代フラ
５ ハワイの歴史（５） 日本人移民の歴史
６ ハワイの歴史（６） 戦時下の日系人
７ ハワイの歴史（７） 戦後のハワイと観光王国ハワイ
８ ハワイの言語（１） ハワイ語の基礎知識
９ ハワイの言語（２） ハワイ語の会話
10 ハワイの言語（３） ハワイアンソングに使われる単語
11 ハワイの文化（１） ハワイの食文化と暮らしの習慣
12 ハワイの文化（２） ハワイの伝統工芸
13 ハワイの文化（３） ハワイのミュージックとフェスティバル
14 ハワイの文化（４） ハワイの伝統文化継承と自然保護
15 総括　＆　試験
授業の方法
講義とビジュアルプレゼンテーションや小テストを中心とする。

準備学修
事前に指示されたテーマについて、予習、復習してくること。

課題・評価方法、その他
平常点50%、定期試験50%
欠席について
欠席は原則として認めない。欠席の場合は原点の対象とする。

テキスト
なし

留意事項
必要に応じて、授業中に指示を行う。

教員連絡先
kamasu@kaisei.ac.jp

基幹科目 < 観光 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

ハワイ文化研究 13965 Ⅰ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

釜須 久夫 選択 2 旅行会社勤務
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	203-273_シラバス2022_英語観光学科_専門科目_四校-Bk_Adv
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